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感性空間とリズム
—— L. クラーゲスの哲学における現象の構造

今橋勇介

１．L. クラーゲスとリズムの哲学

　ルートヴィヒ・クラーゲス（Ludwig Klages 1872–1956）の哲学は、長らく正統的な哲

学史の外部に置かれてきた。それは彼の思考が、既存の哲学的伝統に反発し、「精神

（Geist）」に対する「生命・魂（Seele）」の優位を強く主張する、鋭い二項対立を打ち

出したことに由来する。こうしたクラーゲスの立場は、しばしば世界を知的に構築す

る「精神」を本来的な生命を疎外し抑圧するものとみなす「非合理主義」、あるいは

ドイツ青年運動に影響を与えたファシズム前夜の思想と批判されてきた（1）（2）。

　クラーゲスの著作においてもっともよく知られた『リズムの本質について（Vom 

Wesen des Rhythmus）』（1933）で展開されるリズム論もまた、同じ精神と魂という二項

対立に基づくものである。「拍子は反復し、リズムは更新する（der Takt wiederholt, der 

Rhythmus erneuert）」という命題で知られるように、精神が把握する「拍子」から、生

命的な律動である「リズム」を区別することが本書において一貫して主張されている。

クラーゲスによれば、リズムはこれまで精神によって分析的に捉えられる時間の客観

的な法則性と考えられてきた。しかしこのような理解ではリズムの体験に含まれる根

源的なダイナミズムを捉えることができない。なぜならリズムは単なる認識対象では

なく、精神のあり方そのものに働きかけるような力を持っているからである。クラー

ゲスは規則的な「拍子」から区別される「リズム」構造を、類似しつつもつねに差異

をともなう「分節的連続性（gegliederte Stetigkeit）」と定義する（3）。

　以上のようなリズム論は比較的知られているが、さらにクラーゲスが時間や空間の

編成にまでこのリズムの働きを見出している点は理解されていない。「時間的な現象

であって空間的な現象でないものはなく、また空間的な現象であって時間的でないも

のもない。それゆえ現象の時間性のリズム的な分節（Gliederung）は、つねに同時に
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その空間性のリズム的分節でもあり、その逆もまた然りである」（4）。すなわち彼の

リズム論は、生命的なリズムを精神的な拍子から単に現象として区別するだけでなく、

現象そのものの背後にあるリズム的な構造を捉えることを目的としている。たしかに

クラーゲスは「生の哲学」のドイツにおける担い手として知られており、主客の分離

を前提にした近代的な「経験（Erfahrung）」に先立つ、主客未分の生の「体験（Erlebnis）」

を基軸に議論を展開する。そのため、こうした生命的なリズム体験を根柢に据えると

いう点は、彼の思想からすれば自然な帰結ともいえる。とはいえ時間と空間の根底に

リズム構造を見いだすという主張は、容易に理解しうるものではない。以下では、ク

ラーゲスの主著『魂の敵対者としての精神（Der Geist als Widersacher der Seele）』（1929）第

一巻における生命の体験過程に関する議論を参照しつつ、時間と空間がどのように上

述のリズム構造と結びつくのか、その理路を明らかにしたい。

２．クラーゲス哲学における現象

　主著『魂の敵対者としての精神』はクラーゲス哲学の集大成とされる全三巻構成の

大著であり、そのうち一巻と二巻は 1929年に刊行された。この主著においては主に、

精神によって把握される「事物（Ding）」の現実と、魂によって体験される、意識か

ら独立した「イメージ（Bild）」の現実とが厳しく対置されており、両者の相違が様々

な知見から論証されている。そしてその第一巻二十九章においては、とりわけ次のよ

うな問いが中心的に扱われる。すなわち、なぜ生命の体験過程から精神によって凝固

された「事物」中心の現実が生じるのかという問いである。この問いはさらに、精神

による「把握」の起源や根拠がどこにあるのか、という分析へと展開していく。分析

を敷衍すれば以下のようになる。すなわち、精神はたえまなく移り変わる体験の流れ

の中にありながらも、ある瞬間の時空間を「現在」として切り出して対象として把握

する。しかしそのような現在なるものの切れ目が可能であるのは、時間そのものがあ

らかじめ「生命的に分節化されている（vital gegliedert）」からである。

　では、現在はどのようにたえまなく流れ去る現実のなかから、精神の働きを介する

ことなく生じうるのか。クラーゲスによれば、現実の変容をただその通りに受容する
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だけでは、さまざまな現実のもたらす異なる質性が像を結ばずそのつど過去へと流れ

去るばかりで、何が何と異なるのかということさえ判然としない。ある瞬間は、他の

瞬間との関係のなかで捉えられることではじめて他から際立ち、それとして見出され

る。ゆえにそれらの素地となるよう関係しあった体験過程だけでなく、そこに切れ目

を入れつつも関係させるような契機がなくてはならない。

　クラーゲスがこのような切れ目として示すのが「感性空間（Sinnenraum）」である。

それは「直観空間（Anschauungsraum）」とも呼ばれ、精神によって対象化された「事

物空間（Sachraum）」や、絶え間なく変移する現実時間に支配された「現実性の空間

（Wirklichkeitsraum）」あるいは「流れ去った空間（verflossener Raum）」からは区別される。

感性空間は、魂の体験過程に即して生じる空間であり、以下で見るように出来事を魂

に媒介しつつ現象へと至らしめる契機となる。

　クラーゲスによれば、こうした感性空間こそ移り変わる現実のなかに「現在」とい

う切れ目を生じさせるものである。彼は、現在を意味する「Gegenwart」が「居合わ

せている（gegenwärtig）」という「現前（Anwesenheit）」と同等の意味を帯びることを

示唆しつつ、以下のように述べる。

まさに今、氷のかけらに触れてその冷たさを感じている者は、冷たさという現前

的な（präsenten）印象を被るために、出来事を観得する（Schauung）という運動

的状態を離れ、その状態を媒介的に鏡映（Spiegeln）という静止している状態へ

と置き換えなければならなかったなどとは、まったく意識しなかった。そして、

どれほど訓練された「内観」（Introspektion）であっても、このことを彼に気づか

せることは決してない。しかしながら、彼にはかくのごとく自覚する能力は十分

にあるのだ。すなわちそれは、冷たさそのものが現れてくるには、それを支える

冷たさの現前が不可欠であり、その現前（Anwesenheit）は、冷たさという事実内

容とはまったくの別物であるということに思い至る能力である。そしてこの気づ

きによって、彼は今という瞬間に対しても、たとえどれほど短くとも、ある時間

的な広がりを与えざるを得なくなる。（5）
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引用箇所においてクラーゲスは、意識に上ることのない体験過程を「観得（Schauung）」

と「鏡映（Spiegeln）」に分けつつ、具体的な知覚の背景にある時間と空間の関係につ

いて説明している（6）。補いつつ敷訳する。たとえば氷のかけらの冷たさという感覚

が生じるためには、まず体験の過程が「観得」という動的な状態でなくてはならない、

とされる。つまり冷たさという質性の体験が積極的に行われなくてはならない。それ

に加えてその過程は、それまでに体験されたものすべてを鏡のように反映する静止し

た状態へと移行しなければならない。どういうことか。クラーゲスによれば、単に現

実の多様な質性をそのまま受容するのみでは魂は現実に呑み込まれ何も知覚できない

ことになる。たったいま過ぎ去ったものを現在と異なりながらも現在において受容す

るためには、過ぎ去ったものを現在に反映する「鏡映」という無自覚の回想過程が備

わっていなくてはならない。それによってはじめて、たったいま感受された質性はそ

の前後で感受される質性と連関をなす。しかしこの鏡映の過程は、冷たさという質性

そのものを受け取るわけではない。引用箇所において「鏡映」過程は、「冷たさとい

う事実的な性質（Tatbestand）」ではなく「冷たさの現前（Anwesenheit）」そのものを感

受するとされている。すなわち、冷たさという質性そのものの「観得」ではなく、冷

たさがいまここに現前しているという、ある種の空間性を「鏡映」過程は受容してい

る。それはさまざまな質性を「媒介的に（intermediär）」結びつける空間であり、つね

にそのつどの質性を「現在」するものとして位置づける。そうして初めて一つの「印

象（Eindruck）」が現在のうちに像を結ぶに至るのである。

もし瞬間の、共に体験される時間性がなければ、瞬間の連なりは存在しえず、そ

してその連なりがなければ、そもそも瞬間それ自体も存在しない。というのも、

瞬間が瞬間であるためには、それが持続するもの（Dauernde）（7）から（gegen）

際立つことによってのみ、そうなり得るからである。ここから不可避的に導

かれるのは、直観的に現在している横断的な空間（der anschaulich gegenwärtige 

Querraum）は、すでに流れ去った空間との対照（Gegenstück）の関係なしには成

り立たず、そしてその流れ去った空間との関係においてはじめて、それは現在性

（Gegenwärtigkeit） という弁別的な特徴をもつということである。（8）
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　さらに続けてクラーゲスは、こうした質性を現前させる「現在的な（gegenwärtig）」

空間は、すでに「流れ去った（verflossen）」空間との「対照（Gegenstück）」なしには

立ち上がらないと述べている。すなわち、空間の「現在性（Gegenwärtigkeit）」が成立

するためには、鏡映を介した過去からの差異化が不可欠である。この箇所で「Gegen」

という表現が繰り返されている通り、「流れ去る空間」と「現在化する空間」が互い

に相手を成り立たせあうような相補的な関係にある。観得過程が流れ去る現実を持続

的に感受し続けるとすれば、鏡映過程はそこに瞬間的に切れ目を入れることで印象を

生じさせる。ゆえに文中の「直観的に現在的な横断空間（der anschaulich gegenwärtige 

Querraum）」という箇所が示しているのは、絶えず流れ続ける時間を、現在という仕

方で「横切る（quer）」ような「感性空間」、あるいは「直観空間（Anschauungsraum）」

であると言える。さらに、この箇所の「anschaulich」という語の含意を、前出の

「Schauung」という類似しつつも異なった概念と比較しつつ考慮することで次のよう

な構造が明らかになる。すなわち、体験において動的に「観得（Shauung）」された質

性が、静的な「鏡映」過程を通して「感性空間」のうちに「直観的に（anschaulich）」

現在化することで「印象」へと結実するに至る、クラーゲス哲学における現象の構造

をここに見て取ることができる（9）（10）。そして、以上のような相補的な時間空間を

ともなう「印象（Eindruck）」を魂に受苦（erleiden）的な仕方でもたらすものこそ、意

識から独立したイメージの力であり、その「表現（Ausdruck）」であるということに

なるだろう。

３．感性空間とリズム

　以上、『リズムの本質について』に提示された「時間的な現象であって空間的な現

象でないものは何もなく、また空間的な現象であって時間的でないものも何もない」

という主張の内実を、主著の記述をもとに検討した。最後に、時間と空間がともに「リ

ズム的な分節」であると述べられる思想的な地平を確認し、本論文の結びとしたい。

通常、リズムと言えばまず音楽的なリズムをはじめとしたリズム現象を想起する。し
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かしクラーゲスのリズム論は、直接にはリズムとして現象しない事象、例えば以下の

ような一つの音の響きそれ自体の根柢にもリズムを見出す。

　

「失明者は生きものに気づくとすぐに歌い始める」とポルトガルの民謡にある。

ここで、このような指摘は、音響（Schalle）や音色（Klänge）が私たちを力強く動

かしうるがゆえに、それ自体が動かされたものであり、且つそれゆえすべての動

かされることの舞台であるもの、すなわち空間を、必然的に現象へともたらすも

のである、という確信を強くする。したがって、一音の響き（Klingen）のリズムは、

時間の現象を分節化するだけでなく、生き生きとした力の交代の運動によって空

間の現象を満たすことで、空間の現象をも分節化するのである。（11）

ここでクラーゲスは、ポルトガルの民謡を引きつつ、音の響きと動きのあいだにある

「魂（心）的な引力（eine seelische Gravitation）」と表現されるような影響関係について

述べている。すなわち物理的ではない仕方で音の現象を動きとして魂が受容してい

ることを示唆している。また、音の響きが「空間を現象へともたらす（den Raum, zur 

Erscheinung bringen）」と述べ、さらにこの現象空間それ自体が「何か動かされたもの

（etwas Bewegtes）」であると述べている。先の「感性空間」が物理的な空間ではなく魂

にもたらされる印象の生じる空間であったことを踏まえるならば、響きによって波打

つように「魂（心）」を動かされ、揺さぶられる（Bewegt）ことで、音の響きが現れる

空間それ自体も同時に現出するということがここで述べられていると言える。つまり

音の現象の体験には、魂を揺さぶる音の動きの「観得」だけでなく、その動きの背景

となる空間それ自体の「鏡映」が含まれる。その上で、引用箇所のリズムによる時空

間の「分節化」という表現に着目すれば、それが音の動きの体験に伴う「観得」と「鏡

映」という二つの過程の「交代運動（Wechselbewegung）」であることは明らかであり、

ここにもまた主著において示された現象構造を見出すことができるだろう。

　質的な印象を感受する際、時間と空間は相互に基礎づけあいながら現象を魂に感受

させる媒介となる。この過程のなかに規則的な精神の作用はまったく関与していない。

世界で生起する事象とそれを感受する魂のあいだでいかにして印象が像を結ぶことが
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可能か、クラーゲスはそれを時間と空間の関係という観点から論じていると言える。
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